
第
十
二
回
国
労
東
日
本
本
部
・
軟
式

野
球
大
会
が
五
月
十
四
〜
十
五
日
に
東

京
・
大
井
ふ
頭
中
央
海
浜
公
園
の
野
球

場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
新
潟
地
本
か

ら
は
、
十
四
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

主
将
は
新
潟
車
両
セ
ン
タ
ー

加
藤
秀
夫
さ
ん

各
試
合
の
報
告
は
、
加
藤
主
将
か
ら
あ

り
ま
し
た
。
加
藤
さ
ん
か
ら
は
〜
初
日
は

対
秋
田
戦
〜
エ
ー
ス
笹
川
選
手
の
力
投
で

一
、
二
回
を
０
点
に
。
し
か
し
味
方
打
線
が

凡
打
の
山
に
。
三
回
、
二
ア
ウ
ト
ま
で
０
点

に
抑
え
て
き
た
が
三
点
を
先
制
さ
れ
た
。

四
回
も
０
点
に
抑
え
、

新
潟
の
反
撃
に
期
待
し

た
が
、
ト
ー
タ
ル
ヒ
ッ
ト

三
本
に
抑
え
ら
れ
、
０

対
１
０

で
敗
戦
。

二
日
目
、
対
千
葉
戦
。

投
手
は
佐
藤
翔
太
選
手

（
佐
藤
さ
ん
の
子
供
）
が

初
回
を
三
者
凡
退
に
抑

え
る
と
新
潟
の
核
弾
頭
、

近
藤
選
手
が
先
頭
打
者

ホ
ー
ム
ラ
ン
で
勢
い
付

き
、
三
点
先
制
の
好
ス

タ
ー
ト
。

し
か
し
、
過
去
の
優
勝
三
回
の
試

合
巧
者
の
千
葉
は
三
回
に
二
点
、
四

回
に
一
点
を
取
り
、
五
回
に
味
方
の

疲
労
か
ら
の
エ
ラ
ー
等
で
逆
転
さ
れ

た
。
新
潟
も
六
回
に
反
撃
し
二
点
を

奪
っ
た
が
力
及
ば
ず
、
五
対
九
で
敗

戦
。近

藤
選
手
の

ホ
ー
ム
ラ
ン
談
話

惨
敗
後
の
居
酒
屋
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が

功
を
奏
し
た
の
か
、
二
日
目
は
み
ん
な

鋭
い
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
が
目
立
ち
ま
し
た
。

私
も
第
一
打
席
で
気
持
ち
良
く
ベ
ー
ス

一
周
さ
せ
て
も
ら
い
、
良
い
思
い
出
に

な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
み
ん
な
で
勝

利
の
美
酒
に
酔
え
る
の
は
お
預
け
、
二

年
後
、
元
気
で
お
会
い
で
き
る
か
が
心

配
で
す
。

加
藤
主
将
コ
メ
ン
ト

平
均
年
齢
五
〇
歳
？
の
チ
ー
ム
で
ケ

ガ
が
無
く
、
そ
し
て
二
日
目
は
ア
ワ
ヤ

の
場
面
を
作
れ
た
チ
ー
ム
一
同
に
感
謝

し
ま
す
。

二
年
後
は
若
い
仲
間
を
引
き
連
れ
て

参
加
で
き
る
よ
う
頑
張
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

捜
査
過
程
は
不
透
明

長
期
間
の
身
柄
拘
束
を
利
用

し
た
自
白
強
要
と
い
う
シ
ス
テ

ム
は
手
付
か
ず
の
ま
ま
。

被
疑
者
に
対
す
る
取
調
べ
の

全
過
程
を
録
音
・
録
画
す
る
と

い
う
取
調
べ
の
『
可
視
化
』
も

実
現
し
て
い
ま
せ
ん
。

検
察
庁
で
一
部
録
画
の
動
き

が
あ
り
ま
す
が
、
捜
査
機
関
に

都
合
の
よ
い
と
こ
ろ
だ
け
の
一

部
録
画
で
は
、
自
白
強
要
の
抑

制
に
も
な
ら
ず
、
か
え
っ
て
有

害
で
す
。

主
張
明
示
義
務
と

立
証
制
限

弁
護
側
は
、
公
判
前
整
理
手

続
き
で
、
争
点
の
明
示
、
証
拠
調
べ
の

請
求
な
ど
を
義
務
づ
け
ら
れ
ま
し
た

（
刑
訴
法
３
１
６
条
の
１
７
）
。
そ
し

て
、
公
判
前
整
理
手
続
終
了
後
は
、

『
や
む
を
得
な
い
事
由
』
が
な
い
限
り
、

新
た
な
証
拠
調
べ
請
求
は
で
き
な
い
と

さ
れ
て
い
ま
す
（
同
条
の
３
２
）
。

こ
れ
ら
の
規
定
は
、
被
告
人
の
黙
秘

権
や
検
察
官
が
立
証
責
任
を
負
う
と
い

う
原
則
に
反
す
る
も
の
で
す
。

ま
た
、
審
理
の
短
期
化
の
た
め
に
立

証
命
題
が
不
当
に
削
ら
れ
る
よ
う
な

『
争
点
整
理
』
が
行
わ
れ
る
こ
と
は
、

被
告
人
の
弁
護
権
の
侵
害
に
な
り
ま
す
。
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６月６日（土）～７日（日）に取り組まれる信越本線沿線

行進・住民集会の具体的日程が決まりました。６日（土）は

沿線行進で、直江津駅北口で出発集会を８時から開催し、直

江津駅を８時２０分にスタートします。

●行程は＝上越市役所→春日山駅→高田駅→城西中→南高田

駅→脇野田駅→新井駅→新井小学校→市民体育館（２３．９

キロ）昼食休憩 ●市民体育館→二本木駅→妙高サンシャイ

ン→関山神社→関山駅→妙高高原メッセ→妙高病院→妙高高

原駅を行進していきます。全行程距離は４６．６キロで到着

予定時刻は、１５時４５分です。

７日（日）の住民総決起集会は、妙高高原メッセで第一部

は９時３０分から開催、第二部アトラクションは１０時５０

分から始まり、地元団体の出演やいろいろな企画が計画され

ています。

★新潟地本チーム★

主将 加藤秀夫 新潟車両センター

選手 笹川一則 直江津運輸区

中沢達也 直江津運輸区

福富雅彦 貨・長岡車両セ

近藤努 貨・長岡車両セ

長谷川正志 貨・長岡車両セ

剣持利男 長岡運輸区

石川忠雄 新津駅

荒井聡 新潟運輸区

阿部光晴 巻駅

玉木敏晴 新潟保技セ

本多勝利 新幹線車両セ

佐藤昌典 新幹線車両セ

佐藤翔太 （佐藤さんの子供）
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ＫＮ山の会の活

動について紹介し

ます。

次回は『ＫＮ山

の会たより』を紹

介します。


